
10年のあゆ`卒

謂演「持続可能な発峻と環境教育」宮本渉一

(大阪市立大学敬授）

シンポジウム「今、求められている環境教育と

は-PARTII-j

一般発表６６，展示発表I

築会等８

．環境教育とSTS教育

・GREENプロジェクト゛ワークショップ

・野生､h物と環境教ｲｧ

・環境教育としての}/険学校

・VTRによる自然体験塾の紹介

・大学での環境教育、成人環境教育の経験交流会

・学校教7ifにおける環境教fjfの展望

・アメリカ人と叫立公１４０

２．日本環境教育学会の記録

（１）大会

第１回1990年５月１８日(金)～２０日（日）東京

会場東京学芸大学

実行委員災住lib群巳

環境教育の創造と実践

記念鯛演「野生勅物と環境一二十一世紀を共に

生きるために－」［|リⅡ志郎（上野動物剛園長）

野外教育シンポジウム「野外で行う環境教育」

シンポジウム「今、求められている環境教行とは」

実地鯛査名水100選「真姿の池」をi坊ねて－水

衝調代の実践

一般発表２２，展示発表９

集会等４

.環境と食文化を砦える

・ビオトーブによる「自然教室風梵」のiiii示視聴

・動物と子供たち

・教行系大学（学部）野外・自然教育施設・農場

等念じＩ協離会

第３回1992年５月１６日(±)～１７日（日）愛知

会場愛知教fr大学

大会長野坂忠胡、実行姿１１長金森正臣

綱演「ｆ･供と自然」iij1I合雅雄（日本モンキーセ

ンター所災）

シンポジウム「今、求められている環境教育とは

Ⅲ」

一般発表８３

集会等１３

・竿校教firにおける環境教育の腱望1１

・ネイチャーセンター研究会

・大学における環境教ﾌﾟｧの経験交流会Ⅱ

・学校JI11制と環境教行

・幼児期のDM境教7７

・自然観察の活動は何をi｣指すのか

・野生動物と環境教育

・環境教育のトレンドーその魅力と問題点

・liUTIjと農村を結ぶ環境教育

・心とからだの環境教育

・国際的視点からみた環境教育

・大i`ﾘ川下流部の(]然環境と戦ﾌﾟｧ

・野人災会

資料：第１回大会参加者櫛成

第２回1991年５月１８日(土)～１９日（日）大阪

会場大阪教育大学

英行委１１反鈴木善次

第４回1993年８月１９日(木)～２０日（金）筑波

会場筑波大学

実行委員氏中Ⅱ｣和彦
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職業人数９６

大学Illj係５５１５．６

幼・'１，．中・高校教師５４１５．６

一般５３１５．３

行政’1２１２．１

学生３８ＩＬＯ

自然保護団体３４１０．０

財団・社{il法人２２６．３

出版・マスコミ２０５．８

企業１２３．６

社会教了『（博物館算）１１３．２

１Rb物園・械物閲６Ｌ７



特別鋼演「環境教育とは何か」マイケル・アッ

チャ（回迎環境計画）

－般発表111

集会等４

.大学における環境教育の実践と課題

．幼・小・中・商（学校教育）ネットワークー発

足のための関連災会

・幼児期の環境教ﾃｱ談話会

・ネイチャー・トレイル

部）

「干潟の環境教育のポテンシャル」ケピン・

ショート（仲物総ライター）

一般発表１２７，展示発表８

集会等１５

・阪神大震災と環境教行一①②③

・小学校における環境教育の現状

・比感から行勤を生む授業を創るには何が大切か

・私たちに何ができるか

・幼児期の環境教育

・環境教育における文学の可能性

.ｆども－学校一地域を結ぶ学校教育ネットワー

ク

・大学における環境教育の万法倫

・学生による環境散行への取り組み

．Ⅱ険一環境敬育における実体験

・森から学ぶプログラム

・鵬示の見方・作り力

・アジアと環境教育

第５回1994年５月１４日(土)～１５日（日）神戸

会場甲南大学

実行委日災谷川文章

特別臓演「文明と雌'1k環境」中川米造（大阪

大学名誉教授）

シンポジウム「文明と環境－２１世紀の多様な“教

育”を探る」

一般発表129,展示発表１１

築会等１３

・環境教育としての冒険学習ワールド・スクール

・環境教育の根本問題を話し合う

・食と農をめぐる環境教育

・大学における環境教flrの笈践と探題

・第三世界と環境教育

・本汗で`悟る『いい夢まちの人づくり』

・学校教f７（幼・小・中・ilH）ネットワーク

・幼児期の環境教育

・環境散布ゲームをつくってみよう

・環境プログラムとしての「スライドショー」の

可能性

・ベープサート「郡川ホタル物招」

・耳を澄まそう、自分に人に優しい音風殿

・ProjectLearningTree（木と学ぼう）

フィールド・ワークショップｌ３Ｈのプレ大会で．

神戸・大阪・ル(都・奈良コース

第７回1996年５月１１日(土)～１２日（日）滋賀

会場滋賀大学

実行委員長鈴木紀雄，Zlr勝Ｌ１ｊ長川嶋宗継

妃念鯛演「自然界の実態一行動生態学からみた化

物たち」ILI商敏隆（滋賀県立大学）

「地球時代の新しい環境観と社会像」内藤正明（〃（

都大'糖）

-股発表１３９，展示発表１１

集会等１３

・きのこ探索会

・幼児期の環境散ｆｉｆ

・環境教育と学校ビオトーフ

．大挙興境教育がI1指すもの

．わくわくワークシートワークショッフ‘

・音は環境

・環境教育・開発教育・人権教育のネットワーク

・食と農をめぐる環境敬育

・タンポポ捌査交流会

・大学環境教育のあり方

・環境教育の枠組みをＩＨＩいなおす

・子ども－学校一地域をつなぐ学校散ﾌﾟゲネソト

第６回1995年５月１３日(土)～１４日（日）千葉

会場千葉ﾘi(立中央博物鮒

実行委貝長堀江鍵一

妃念鋼演『東京湾の残された自然と環境教育』

「来京湾の環境教育」風呂田利夫（東邦大学jﾖM学

5F



１０年のあゆみ

ワーク

.{|険とあそび 第１０回1999年５月２２日(土)～２３日（日）東京

会場東京学芸大学

実行委員氏111下術二，蛎梼川長小川潔

シンポジウム「教育改革と環境教育」

一般発表１５０，展示発表１１

集会等1３

・環境栽育と学校ビオトーフⅢ

・大学環境教ﾌﾞｱと問題解決能力の育成

・環境教育の数口研修プログラムの充実にむけて

・環境教育は教育改革につながるか

．アジア太平洋地域における環境教育戦略研究

か食と農をめぐる環境教1,「

・幼児期の環境敬育

・データロガーを使った環境測定

・高校の課外授菜における興境教育のあり方

・自然の忠みを体感しよう

・ネイティブアメリカンから学ぶシリーズ

・自然災啓と環境教育1１

・環境のための（for）批判的教７iｆ

第８回1997年５月２４日(土)～２５日（日）横浜

会場横浜国立大学

実行委員長遠山三樹夫

記念鋼演「横浜の海を教材とした環境数ｆｉｎ

工藤孝浩（神奈川県水産総合研究所）

一般発表144．展示発表１３

集会等１１

・農が若者を救う！若者が農を救う！

・曝境教育学校ビオトーフ

・地球温暖化問題と大学環境教育

・学校・地域・NGOを結ぶ環境教育

・子ども－学校一地域をつなぐ学校教育ネット

ワーク

・食と膿をめぐる環境教育

・幼児期の環境教而

・生活科と環境教育

・自然の恵み体感コーナー

・環境を知るイヤー（耳）ゲーム体験

．ik油による海洋汚染と市民による環境保全活動 第１１回2000年５月２６日(金)～28日（日）長野

会場戸倉上山Ｈ１中学校

大会長藤沢嫌一郎

実行婆１１弦鵜飼照喜，blHF勝局長渡辺隆一

シンポジウム「学校の内と外」

一般発表１８１，展示発表１５

集会等１１

・地域を主題とした「総合的な学習」と環境散布

・園芸療法実践入門

・動物園と環境教育

．広くゆきわたった価IIiY観を１冊い直す環境教育

・インタープリター（環境数行指導者）養成のカ

リキュラム再考

・食と農をめぐる環境教育

・環境教育における'１平価を琴える

．プロジェクト・ワイルド体験ワークショッブ

・グローブ、アイルネットとグローバルな環境敬

行

・環境教育と学校ピオトーフ（1Ｖ）

・大学戯境教育と持続可能な社会への展望

第９回1998年５月２３日(±)～２４日（日）大阪

会場大阪教育大学

実行委艮鋒鈴木蕃次

記念鋼漬「カナダにおける環境教育の展開一環

境教育学への第一歩一」グロリア・スナイヴ

リー（カナダ・ヴィクトリア大学）

シンポジウム「２１世紀に向けての環境散ｱｱ」

一般発表150,展示発表１９

集会等８

.環境をふした学部・学科における現実と課題

・環境教育のホリスティックなアプローチ

・幼児期の環境教育

・現代社会の自然災密と環境教育

．Ｋ感の共生体験でたんぽ水族館作りのスライド

トーク

・環境教育が学校における壁をのりこえるには

・地域の人材をどのように発掘・育成するか

・バームクーヘン・ピザ焼きをi、した森の手入れ

5９



通足６コース

・飯網岡原の環境と五輪

．!lib物剛と環境教育

・潅業廃棄物処分場と環境

・身近な水辺と環境教育

・松代大本徴と地域の環境

・陽の丸高)爪の自然保護

唐木Fil恵子（練馬ボランティアセンター）

H1中敏久（)ｌＵｉ(都杉並区済戈敬７r研究所）

（文部祈科研掛助成）

環境教育アジア太平洋国際シンポジウム
1995年１１月１２日（日）

会場麻布グリーン会館（東京）

アジア太平洋地域各国における蝋境教育と国際協力

｢１７１１１智史「11本における環境教育の現状」

SiriwmtSoondarotok「タイにおける環境教７r」

｣ｏ２ＩｎＢ、Webｂ「オーストラリアの環境教育」

MerleCTan「フィリピンにおける環境教育」

李時戦「蝉''１における環境'１M題の現状」

全ｉｉ１ｊ「中IIJにおける環境教flF」

,舟野孝子「ワールドスクールにおける環境教育と

パソコンｊｍｌＩｉの活１１１」

グローブⅡ本、日本環境救育学会共IMi

Yf料：第１”]大会参加者構成

日本学術会議公開シンポジウム1995年12月
９日(±）

会場来京農工大学農学部

人間社会と自然との共存をめざして

鈴木紀雄「本シンボジムの目指すもの」

室田武「物質循環の経済学」

進｣ず五-'八「自然とのｊｔ生へｉｆ画と技術」

柏雅と「中'11111】地域農業と環境保全問題」

主催１１本学術会錨自然保護研究辿絡委貝会

共催n本環境教育学会他

（２）シンポジウム

公開シンポジウム1995年11月１１日(土）

会場お茶の水スクェアＣ館ホール（東京）

『よりよい未来のために』自然共年泗針会への途

第１部撫演会｢環境教育の質的発腿を目指して」

蕊調報('了柴１，敏隆「[l然共生型社会への道」

山田I撰三「環境教育雄をヒトの原点から考える」

小川潔「都｢hにおけるフィールドワークの提案」

和田武「環境変化の新段階」

中IlI和彦「環境教育における↑l1i報の利用」

谷口文章「環境教育における“いのちと心，，の後

家」

金森正臣「豊かな心と人生のために」

第２部ワークショップ「環境教育のひろがり、

可能性と比l`1をさぐる」

磯田､/子（I]本国際ボランティアセンター）

日本学術会謡公開シンポジウム1996年12月
７日(土）

会場束）i〔理科大学

総合的な学習を指導する教師の育成

主催Ｌ１本学術会砿科学教育述絡委口会、教科教

育連絡委員会

比雌ロ本醗境教育学会

公開シンポジウム1996年12月１５日（日）
会場神戸国際会議場

震災体験と人々の窟鐡変革一人と自然の共生をめざ

して－

6〃

職堆人数％

大学関係１．１０２６．８

幼・小・ilj．,蔚校教師６５１２.`１

－.股７３１１．０

１｢政：10５．７

学生102１９．５

[I然保護団体（市1tグループ)3２6.1

財団・社団怯人２３他Ｉ

出版・マスーミ６１．１

企業２１‘1.6

社会教了iド（博物館等）１３２．５

動物[刺・樅物間１５２．９

(所厩の分類は第１回にならった）



１０年のあゆ`淳

２２日（日）

会場iiI南大学

環境倫理と環境教育一科学技術と人間性をめぐっ

て

特別職演１，億作「科学と中国の未来」

記念鯛演Ｈ１徳作「科学技術と環境倫理」

SiriwatSoondarotok「農雅と自然環境」

NancyJ，Turner「植物と生態系」

乍時戯「環境連IKbと興境散７１，

１(icIlardSmith「地球環境と環境教71ｍ

鈴木灘吹「環境教行の現〈E」

シンポジウムＩ「、然環境における科学技術」

lH徳祥（【Ijl剛)、SiriwalSoondarolok（タイ)、

Nan℃ｙＪ、Turner（カナダ)、村上旭夫、今井佐

金汗

シンポジウムⅡ「社会環境における人m1性」

李時戦（緯[11)、Ｉ(ichi1r(ｌSmith（オーストラリ

ア）ＡｎｎａFor(’（カナダ)、潮海一雄、１１リL寛信

シンポジウムⅢ￣環境倫理と環境紋７１;をめぐる科

学技術と人|H1性のllIllul」

田徳祥、SiriwaqSoondRlrotok、Ｘａｎｃｙｊ、

Turner、季Ⅱ『１１１k，１(ichar(ｌSmith、村｣:温夫、ＸＮｊ

越晧と

第１部公開研究発炎「災害と環境教育」

藤岡達也「環境教育における自然災害敬了ifの捉え

ﾉﾉ」

１１８１口哲'ｋ・井上敏明「阪神大震災における救助折

の心蝿と人間性Ｉ・ｕＩ

広川忠…「被災地でのいのちと練らし」

第２部シンポジウム

Jf調講演「災``Ｆと人間の危機行動」［|リI|米jih（大

阪大学）

111中填吾｢神ﾉｺﾞ付近のIJI然環境の成り立ちと震災」

1,を巳武宏「震災体験と小学生の懲繊変化」

,lj1Il英治「震災体験と中学生の怠織変化」

木内功「ボランティア活libから見た環境敬ｆｒｊ

行１１文庫「心的外傷を契機とした『人と自然の共

ﾉﾋ』への自覚」

(文部打科研傍補助）

国際シンポジウムリ９６１９９６年12月24日（火）

会場甲Ｉ櫛大学

環境倫理と環境教ﾌﾟｱｰ人と１２１然との共生をめざし

て

特別調演Laddaw細ｎＫ励nha鴎ｕｗ２ｊｎ「タイのiPfllIに

もとづいた環境思想」

余世柏「中''1の環境思想と環境倫理」

WilhelmVosse「日本の自然保護連助の現状と方

向性」

妃念鋼演ＡｌａｎＤｒ巳､g蔦ｏｎ「エコロジカル・フィ

ロソフィーにおける環境倫理と環境教ﾌﾟﾄﾞ」

Al&MlDrenHsonrエコロジカル・フィロソフィー」

中村「生命と生態系」

中ﾉll米造「化命のIMKさと他LI〔教fiU

金'1t柏ｒＩＰｌｑの環境思想とその腱開I

LaddawanKallha割uwiln「タイおける環境教育」

久武|『也「アメリカ・インディアンから学ぶ環境

散行」

WilhUlmVos罰⑫「ドイツにおける環境教奇」

鈴木勝次「日本における戯境教行のI｣曙|Ⅲ」

主催１１'南大学

共催１１本環境教育学会他

10周年記念シンポジウム1999年９月11日(土）

会場東〃(既業火学100周年記念碑堂

環境教育の現代的展開とその展望

第１部，氾念織演「l『葉は)1mいているか」尺野

祐占（コラムニスト）

第２部パネルディスカッション「環境教育への

期待」伊藤ＩＦ犬、北村必勝、佐藤初雄、岡島戒１丁

第３部実践報告「環境教育の実践一地域と学校

の連携」寺llllI：仲、ｌＵ遜施人、ド１１泉良Til、仲山一.、

寺本潔、彦坂わか７

日本学術会議公開シンポジウム1999年12月

４日(土）

会場来京大学農'学部

特定生物による生態影欝

高槻成紀「鹿による'上態影響」

浜川篤lii「外来魚類による生態影響」国際シンポジウム’９８１９９８年３月20日(金)～

、



清水矩宏「外来植物による生態影響」

主催日本学術会議自然保護研究連絡会議

共雌日本環境教育学会他

島鮮巳、山田卓三、中llI和彦、金田平、和田武、金

森正臣、進士五十八、矢野亮、市)I|智史、北野日

出男、小原秀雄

（３）出版物

学会賎

VｏＬ１Ｎｏ．11991.5～Vol．ｌＯＮＯ・’2000.8

(通巻１９号）

第５期1997.98年度

会長：沼田旗、事務局長：鈴木善次

迎営委員：阿部治、大島英樹、谷口文章、原子栄

一郎、111A$直、市川智史、佐島群巳、渡辺隆一、小

川潔、小瀞紀美子、進士五十八、中川志郎、何田

式、北野日出男、赤尾鍍志、金森正臣、金田平、井

ヒイ'一、小河原孝生、山u1卓三

環境教育ニュースレター

No.１１９９０．７．１０～Ｎｏ．４５２０００．１０．１５

(4)役員

第１期1990年度

会長：沼川眞事務局長：水俣英樹男

運営委員：小川潔、阿部治、鈴木涛次、渡辺隆一、

北野日出男佐島群巳、木谷勲、柴Ｈ１敏隆、川嶋

Ii〔、進士五十八樋'二]利彦、山田卓三、浜｢l哲一-、

古田正人、矢野亮、山岡寛人、東原昌郎、中川志

郎、中１１I和彦

第６期1999.2000年度

会長：沼田嵐、会長代行：佐島鮮巳(2000.5～）

車務局長：鈴木渥次（～２０００．５）、谷口文章

(2000.5～）

皿営委員：阿部治、大崎英樹、原子栄一郎、川場

111〔、市川智史、渡辺隆一、小耀紀美子、飯沼慶一、

小堀洋災、Ｆ羽友衛、坂井宏光、兇上一幸、山本

勝博、山H1卓三、小川潔、金田平、和田武

第２期1991.92年度

会長：沼田眞、事務局長：阿部治

運営委員：木俣美樹男、北野日出男、鈴木善次、

小川潔、柴田敏隆、矢野亮、中)I|志郎、山田卓三、

浜口哲一、川鵬直、渡辺隆一、本谷勲、佐励群巳、

進士1i十八、古田正人、樋口利彦、山岡寛人、東

原昌郎、中山和彦

第３期1993.94年度

会長：沼田眞、車務局長：阿部治

運営委員：鈴木善次、木俣英樹男、小川潔、柴ＩＨ

敏隆、山田卓三、１１』川志郎、北野ロ出男、金田平、

川嶋IfL、矢野死、水谷勲、［１１山和彦、進j二五十八、

金森正臣、渡辺隆一、佐脇群巳、吉田IE人、谷I］

文章、山岡克人

第４期1995.96年度

会長：沼田眞、事務局長：鈴木善次

迎営委員：阿部治、谷口文章、水俣美樹列、小川

潔、川嶋1面、渡辺隆一、柴H1敏隆、中川志郎、佐

6ｺ


